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保健師に相談したい                                       

八王子市保健所 こころの健康相談 ０４２－６４５－５１９６ 

午前 9 時～午後 4 時 3 0 分（土・日曜日、祝日を除く ） 

生き ていく のがつらい                                                             

相談ほっと LI NE＠東京 （LI NE での相談）      
午後 3 時～午後１１時（受付は午後 10 時 3 0 分まで）、 

年中無休 
 

東京都自殺相談ダイヤル ０５７０－０８７４７８ 
～こころと いのちのホットラ イン～ 

午後 12 時～翌朝 6 時（受付は午前 5 時 3 0 分まで）、年中無休 

東京多摩いのちの電話 ０４２－３２７－４３４３ 

午前 10 時～午後 9 時（第 3 金曜日・土曜日は 2 4 時間）、年中無休 

 

どこへ相談してよいかわからない                           

より そいホットライン ０１２０－２７９－３３８  
2 4 時間、年中無休 

 

精神科への救急受診の相談 ＜医療機関からの相談のみ＞                                         

東京都こころと いのちのサポートネット ０３－５３３３－６４８４  

午前 9 時～午後 5 時、年中無休 

※身体処置が終わった後の精神科への受診や入院を サポートする機関です。 
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判断

E 　 ■本人（家族）の了承が得られれば、八王子市保健所へ情報提供
　　例）「保健所がこころの健康相談を受けています。病院から保健所に
　　　　　連絡先を伝えておきます。後日保健所から連絡がはいります。」

D

 【精神科通院が必要と 考えられる場合】

 　かかりつけ医あり
   ■通院継続を促す
   ■主治医連絡をする
　　例）「今回のこと は、主治医の先生にも伝えておきますね。」
　　　　「主治医の先生の他にも地域での相談先があると よいですよ。」
 　かかりつけ医なし/前医への受診拒否
　 ■精神科通院の必要性を本人へ伝える
   ■保健所事業紹介（こころの健康相談、専門医相談等）
　　→本人（家族）の了承が得られれば、八王子市保健所へ情報提供
　　例）「保健所がこころの健康相談を受けています。病院から保健所に
　　　　　連絡先を伝えておきます。後日保健所から連絡がはいります。」

【患者へ渡す物】

  発行：八王子市保健所   令和４年7 月　初版

C

 【精神科入院が必要と 考えられる場合】

　精神科相談ガイドブック　精神科につなげるためのコツ( P .2 8 ～2 9 ) を 参照
 
　平日日中
　 ■南多摩医療圏地域精神科身体合併症救急連携事業
　　（統合ケアネットワーク）　月～金　９時～１７時
   ■南多摩医療圏精神科医療連携ガイドを参考に転院先を調整
　　URL：h t t p s:/ / n an t ama- coc oro .j p / 　「ナンタマこころ」で検索🔍
 　平日夜間・土休日
 　■東京都医療機関案内サービス　ひまわり　　0 3 -5 2 7 2 -0 3 0 3

対応

A  【身体科入院が必要と 判断した場合】
  ■入院中に精神科医/ソーシャルワーカーの介入を検討

 【自傷他害のおそれがある場合】
 　
  ■速やかに110 番通報B

精神科通院の必要性

自殺未遂者対応フローチャート（救急外来）

身体科入院の必要性

なし

精神科入院の必要性
※１自殺未遂者のリスク

評価と 対応を 参照

A

Cなし

あり B

なし

あり

E

あり

今も なお

再企図の兆候がある

なし

D

あり

110 番

〇紹介状

〇相談先一覧

〇保健所相談

案内チラシ

明らかな精神症状

がない場合でも、

□眠れない

□食事が十分

と れていない

などの症状が1週

間以上続く と きは

受診の必要性あり

《帰宅要求の強い患者への対応》

【対応のポイント】

・意識清明で完全に判断力が欠如しているわけではない患者に、

本人の意思に反して一般病棟での入院継続を強制すること は出来ない。

そのため、救急搬送さ れた自殺未遂者は全例、自己判断で退院を要求する可能性がある。

・キーパーソンと 退院要求があった際の対応を決めておく 。

・身体的に入院加療の継続が必要と 判断さ れる場合は、本人に説明し説得を試みる。

「救急現場における精神科的問題の初期対応PEECガイドブック」より引用

□対象者が八王子市民の場合は、相談機関と して

八王子市保健所 「こころの健康相談窓口( 0 4 2 - 6 4 5 - 5 19 6 ) 」を案内する。

□本人または家族等の了承が得られれば、八王子市保健所へ情報提供する。

危険性 自殺念慮
自分を 傷つけ
る計画・準備

□なし □なし

・精神科病棟への緊急非自発的入院
・心理－社会－経済的困難に対する介入

□明確に存在
□具体的には
　なし～あり

□過去の自殺企図歴、も しく は，
　1 つ以上の危険因子の存在
□本人が現在抱えている情緒的・　　　　
心理的状態の改善を希望している

・精神科外来における頻回・継続的な治療
・精神科病棟への自発的入院
・心理－社会－経済的困難に対する介入

□明確に存在 □具体的にあり

□過去の自殺企図歴
□２つ以上の危険因子の存在
□自殺の意思と 周到な計画に
　 関する言語化
□利用可能な支援の意義を否定
□将来に対する絶望感
□認知の柔軟性は維持

・精神科病棟への自発的/ 非自発的入院
・心理－社会－経済的困難に対する介入

※１　自殺未遂者のリスク評価と 対応　　～日本精神科救急学会発行　精神科救急医療ガイドラインより ～

　自殺の危険因子（※２）の状況 対応

□なし ・なし

□限定的に存在 □なし
□過去の自殺企図歴がない
□既知の危険因子が存在しない

・心理－社会－経済的困難に対する介入
・社会資源に関する情報提供

□明確に存在 □具体的にあり

□複数回以上の過去の自殺企図歴
□複数以上の危険因子
□認知の硬直化
□援助に対する拒絶

危険性がない

軽度

中等度

高度

非常に高度

https://nantama-cocoro.jp/



